
日
本
は
技
術
磨
く
マ
ザ
ー
工
場中小も海外展開不可欠に

　

新製品はまず日本で生産
し、生産手法を確立す
る。海外展開はその後だ
…と後藤さん

　
電
動
工
具
で
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
マ
キ

タ
。
１
９
７
０
年
に
米
国
に
販

売
子
会
社
を
設
立
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
現
在
で
は

カ
国
以

上
、

社
を
超
え
る
海
外
子
会

社
が
あ
る
。

年
に
稼
働
し
た

中
国
工
場
を
中
心
に
海
外
生
産

を
進
め
て
お
り
、

年
３
月
期

の
海
外
生
産
比
率

台
数
ベ
ー

ス

は
実
に

・
２
％
に
達
す

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
積
極

的
な
が
ら
日
本
で
の
モ
ノ
づ
く

り
も
重
視
す
る
後
藤
昌
彦
社
長

に
日
本
で
モ
ノ
を
作
る
意
義
や

新
興
国
戦
略
に
つ
い
て
聞
い

た
。

名
古
屋
・
高
橋
友
基

□
　
―
日
本
の
生
産
拠
点
を
ど
う

位
置
付
け
て
い
ま
す
か
。

　
「
新
製
品
の
開
発
と
生
産
技

術
を
磨
く
マ
ザ
ー
工
場
だ
。
新

製
品
を
す
ぐ
に
海
外
で
生
産
す

る
と
不
良
品
が
多
く
出
る
。
新

製
品
は
ま
ず
日
本
で
生
産
し
、

工
場
の
現
場
で
改
善
活
動
を
進

め
て
、
生
産
手
法
を
確
立
す

る
。
海
外
展
開
は
そ
の
後
だ
。

ま
た
海
外
工
場
は
従
業
員
が
他

社
へ
転
職
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
が

あ
る
。
一
方
、
日
本
人
は
仕
事

に
誠
実
で
離
職
率
も
低
く
、
情

報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
は
小
さ

い
。
人
材
の
面
か
ら
見
て
も
日

本
で
の
モ
ノ
づ
く
り
は
重
要

だ
」

　
―
製
造
業
の
海
外
シ
フ
ト
が

進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
製
造

業
の
課
題
は
。

　
「
大
手
メ
ー
カ
ー
は
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
し
て
い
る
が
、
中
小

企
業
の
海
外
進
出
は
全
般
的
に

見
て
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な

い
。
日
本
の
製
造
業
が
直
面
す

る
円
高
と
労
務
費
の
高
さ
は
以

前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
が
、
多

く
の
中
小
企
業
が
海
外
進
出
し

な
か
っ
た
。
当
社
が
中
国
生
産

を
始
め
た
時
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
に
中
国
進
出
を
打
診
し
た

が
、
人
材
が
い
な
い
と
の
理
由

で
進
出
し
な
い
企
業
も
あ
っ

た
。
一
方
で
進
出
し
た
企
業
は

苦
労
し
た
が
、
今
は
成
功
し
て

い
る
。
ま
ず
海
外
に
出
る
こ
と

が
大
切
だ
」

　
―
し
か
し
海
外
生
産
は
中
小

企
業
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と

い
う
意
見
も
聞
き
ま
す
。

　
「
資
金
力
の
乏
し
い
中
小
企

業
が
単
独
で
海
外
に
進
出
す
る

の
は
確
か
に
難
し
い
。
同
業
者

同
士
で
２
、
３
社
が
提
携
し

て
、
リ
ス
ク
を
分
散
し
て
海
外

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

中
小
企
業
が
合
併
し
て
日
本
で

両
社
が
持
つ
工
場
を
集
約
し
、

余
剰
工
場
の
売
却
で
資
金
を
捻

出
し
て
海
外
に
出
る
の
も
一
つ

の
手
だ
」

　
―
主
力
の
電
動
工
具
は
新
興

国
を
中
心
に
需
要
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
「
経
済
成
長
を
背
景
に
新
興

国
で
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
中
南

米
、
ロ
シ
ア
な
ど
が
伸
び
て
い

る
。
だ
が
中
国
は
低
価
格
品
を

販
売
す
る
現
地
資
本
メ
ー
カ
ー

が
優
勢
で
、
思
っ
た
ほ
ど
伸
び

て
い
な
い
。
中
国
を
含
め
新
興

国
は
価
格
に
加
え
、
耐
久
性
が

求
め
ら
れ
る
。
２
月
に
耐
久
性

は
維
持
し
つ
つ
低
価
格
に
し
た

電
動
工
具
を
発
売
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
現
地
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

製
品
を
展
開
し
、
ま
ず
は
中
国

市
場
を
深
耕
す
る
」

　
―
海
外
生
産
の
今
後
の
見
通

し
は
。

　
「
電
動
工
具
を
生
産
す
る
中

国
子
会
社
の
牧
田
中
国

昆
山

市

と
牧
田
昆
山

同

は
当

社
の
全
世
界
の
生
産
台
数
の
う

ち
約
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
な

っ
た
。
リ
ス
ク
分
散
の
た
め

年
７
月
の
稼
働
を
目
指
し
て
タ

イ
に
工
場
を
建
設
す
る
。
フ
ル

稼
働
の
牧
田
中
国
で
は

年
を

め
ど
に
モ
ー
タ
ー
部
品
を
加
工

す
る
工
場
を
稼
働
す
る
」

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インタビュー

生
産
性
高
め
コ
ス
ト
競
争
力
を

　

新分野への参入には中小
がネットワークを構築し
協力することが必要…と
小沢さん

次世代産業の育成が課題

　
中
部
地
域
の
経
済
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
的
な

需
要
減
少
か
ら
、
新
興
国
市
場

の
拡
大
な
ど
に
伴
い
持
ち
直
し

つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
３
月

日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
工
場
へ
の
被
害
が
中
部
の

企
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
先
行
き
は
不
透
明
に
な
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
地
域

の
将
来
の
発
展
に
向
け
、
主
力

の
自
動
車
や
機
械
産
業
に
代
わ

る
次
世
代
産
業
を
育
成
す
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
小

沢
正
俊
中
部
生
産
性
本
部
会
長

に
中
部
地
域
の
経
済
の
現
状
、

同
本
部
が
地
域
産
業
の
発
展
に

果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
を
聞
い

た
。

　

名
古
屋
・
高
橋
友
基

□
　
―
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が

中
部
地
域
の
企
業
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
「
中
部
地
域
の
産
業
は
製
造

業
の
比
率
が
高
い
。
特
に
自
動

車
の
依
存
度
が
高
く
、
震
災
で

部
品
が
供
給
さ
れ
ず
に
生
産
で

き
な
い
な
ど
中
部
地
域
へ
の
影

響
は
予
想
以
上
だ
っ
た
。
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
並
み
の
影
響

と
み
て
い
る
。
震
災
に
よ
り

部
品
の
海
外
調
達
が
進
み

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
散
化

が
起
こ
っ
て
製
造
業
が
さ
ら
に

空
洞
化
す
る
懸
念
が
あ
る
。
中

小
企
業
へ
の
震
災
の
影
響
も
大

き
く
、
先
行
き
に
対
す
る
不
透

明
感
か
ら
資
金
繰
り
へ
の
対
応

が
必
要
だ
」

　
―
震
災
へ
の
影
響
も
含
め
中

部
経
済
の
見
通
し
を
ど
う
見
ま

す
か
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時

は
世
界
的
に
需
要
が
減
少
し
た

た
め
企
業
業
績
の
回
復
が
遅
れ

た
。
一
方
、
今
回
は
新
興
国
を

中
心
に
需
要
が
多
く
、
震
災
か

ら
の
回
復
ま
で
そ
れ
ほ
ど
時
間

が
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
中
部

地
区
の
製
造
業
は
足
元
は
厳
し

い
水
準
だ
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
が
回
復
す
れ
ば
、
７
月
く

ら
い
か
ら
徐
々
に
回
復
し
、

月
く
ら
い
か
ら
売
上
高
で
前
年

同
月
比
７
―
８
割
程
度
の
水
準

ま
で
戻
る
と
み
て
い
る
」

　
―
生
産
の
海
外
シ
フ
ト
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
問

題
は
コ
ス
ト
の
高
さ
。
新
興
国

市
場
が
拡
大
す
る
中
、
高
価
な

製
品
や
部
品
は
新
興
国
で
は
売

れ
な
い
。
い
か
に
生
産
コ
ス
ト

を
下
げ
る
か
が
カ
ギ
で
、
生
産

性
で
言
え
ば
現
在
よ
り

％
は

向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
日
本
企
業
に
は
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
短
縮
す
る
な
ど
す

べ
き
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
」

　
―
こ
の
課
題
に
中
部
生
産
性

本
部
で
は
ど
う
取
り
組
み
ま
す

か
。

　
「
秋
を
め
ど
に
、
今
後
５
年

間
の
活
動
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
策
定
す
る
予
定
だ
。
そ

の
中
に
中
小
企
業
の
生
産
性
の

向
上
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を

盛
り
込
む
。
中
小
企
業
の
生
産

性
は
ま
だ
ま
だ
向
上
で
き
る
。

年
度
内
に
は
中
小
企
業
向
け

人
材
教
育
な
ど
を
始
め
た
い
」

　
―
次
世
代
産
業
の
育
成
も
必

要
で
す
ね
。

　
「
電
気
自
動
車
が
普
及
す
れ

ば
エ
ン
ジ
ン
や
駆
動
系
な
ど
の

部
品
が
減
り
、
関
連
メ
ー
カ
ー

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
早

め
に
手
を
打
た
な
い
と
い
け
な

い
。
一
方
で
、
成
長
の
余
地
が

あ
る
と
さ
れ
る
航
空
機
産
業
は

自
動
車
よ
り
裾
野
が
狭
く
、
参

入
が
難
し
い
と
い
っ
た
課
題
も

あ
る
。
中
小
企
業
１
社
で
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

は
難
し
い
。
中
小
同
士
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
協
力
し

合
う
こ
と
が
必
要
だ
。
日
本
人

は
新
分
野
を
切
り
開
く
精
神
が

あ
り
、
製
造
業
が
抱
え
る
課
題

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
だ
」

小
沢
正
俊
氏
中
部
生
産
性
本
部
会
長

後
藤
昌
彦
氏
マ
キ
タ
社
長

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ４月２２日 金曜日 　　


